
柏

EL叩

i人

士
の

〓
警

切
望
す
る
J

(

ナ
カ

ム
ラ
)

0
朝
鮮
部
落
調
査
滑
界
報
告

大
正
十
二
年
三
月
朝
鮮

絶
西

府

査

行

本

音
は
嘱

沈
小
田
内
過
敏
岩
の
調
査
に
よ
っ
た
者
で

第

二
翌
に
部
落
調
査

望
瓜
義
､
経
過
-
計
劃
お
IJ
の
.I(
舘

二
葦
に
部
落
の
ふ
句
境

ビし
て
各
迫
に
菰
-
著
名

な部
落

二
個
又
は
二
滴

づゝ

倉
計
十
六
の
里
に
つ
い
て
部
落
の

構
成
又
は
仲
和
､
緩
衝
状
態

.
教

育

状

況

等

が

述
べて

あ
る
'

文

中

常

坑
を

以

て

説

明
を
補

風

す
る

外

a

幕
末

に
固
版
七
十
三
版
を
加

へ
､
覇
者
申
し
て
郡
群
の
賓
祝

を
目
路
す
る
の
思
あ
ら
し
ひ
る
｡
縛
に
殺
到
に
は
小
田

内
岩
が
苦
心
の
作
､
朝
鮮
郡
別
人
口
密
度
閲
が
あ
る
P

交
通
p
地
勢
ĴJ
人
口
分
布
の
関
係
が
明
瞭
に
は
て
ゐ
る

予
は
此
鞘
の
報
碧
が
第

仙
冊
に
止
ま
ら
ず
し
て
七
二
冊

三
肘
潮
を
迫
-
て
出
版
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
｡

(北
兜
瓜

)
‥臓
山
)

CJ
‥･:･5.･.3
‥..]
･,･J
;]
･:･.I..'1..･J.I:･=.r･..1j
..J･
.I
.'
･+
I
:

水
音
は
オ
ム
ス
ク
政
雁
の
r､二

イ

ロ

ブ

武

が

聾
者
を

集
め
て

1
九
二
二
年
二
月
に
完
成
し
た
来
支
餓
進
廓
の

編
纂
物
を
卿
辞
し
た
者
で
あ
る
｡
節

一
編
北
溝
洲
概
況

節

丁
魯

第
二
兆

叫九
川

風
二

に
は
北
清
洲
の
地
理
及
促
民
･

jJ
軽
漕
組
織
を
論
じ
栗
に

行
政
皿
臓
を
記
し
鵡
二
諦
生
産
業
に
は
農
業
.
穀
物
取

引

Ib

穀

抽

取

引

ビ
基

抽

選

､

畜
産

業

経

論

､

牧
羊

だ

吸

馬
.
年
p
童
鹿
､
革
禽
及
地
業
｡
林
業
.
′及
基
地
の
生

産
業
.
ど
し
て
森
林
及
瑚
物
特
に
石
衣
に
悔
し
で
詳
細

L･i
る
説
明
ビ
統
計
的
研
究
が
の
ろ

て
ゐ
る
.
下
幕
は
工

業
編
YJ
末
文
餓
追
福
1
j
の
二
部
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
が

ま
だ
僚
刊
さ
れ
な
い
p
上
'*
攻
げ
で
五
官
五
十
相
賀
の

大
冊
予
て
地
岡
及
固
求
の
放
四
十
四
に
達
し
印
刷
鮮
明

材
料
豊

富
なる
構

成

的
著
述

で

あ
る
｡
蓋

し
北
浦

洲
の

現

痔
を

諒

解

す

る

に

本

番

の
加
-
有
益
な

る
は

稀

に

見

る
桝
で
敢
て
江
湖
に

7
生
を
す

ゝ
め
る
O
(聯
巴

'[17;;:
3'.]･_:･.2
Z.Pf;J
f<ir3

(間
)

ブ

リ
ュ
ッ
ク
ナ
ー
の
過
勤
に
就
き
簡
畢
な
る
説

明
を
乞
ふ
O
へ信
州
､
好
雄
豊

(答
)

気
候
の
由

勤
に
退
潮
的
な
る
ビ
連
薦
傾
向
的
な

る
ど
の
.二
種
め
る
.
過
期
的
捷
動
は
太
陽
の
黒
鮎
に
閲



係

が
あ
る
ビ
言
ほ
れ
て
ゐ
る

ブ
-
言

ノ
ク
ナ
-
は
鐸
山

の
精
旅
程
統
計
か
ら
基
闇
係
わ
,-.
I
牌
明
白
に
蹄

納
L
L
J

そ
し
て
基

の
通

期
は
平
均
三
十
五
年
だ

/̂J
い
ふ
｡
各
期

は
寒
暖
の
両
年
に
分
れ
る
が
､
丁
既

山
年
間
の
口
々
の

渦
度
は
施
舞
柾
薯
の
両
鮎
の
問
に
動
揺
し
な
が
ら
次
第

に
暖
-
な
-
袷
-
な
る
や
-
に
､
年
毎
の
平
均
湿
既
は

必
や
し
も
基
-
な
る
期
闇
だ
か
ら
だ
で
年

々
順
序
を
迫

-
て
下
る
ど

い
ふ
二
だ
は
な
-
多
少
の
示

現
別
電
動
揺

は
免
れ
る
串

得
な
い
.
同
橋
に
毎
年
の
気
候
で
極
基
の

Et
の
閏
が
二
百

六
十
五
日
で
は
な
-
亦
此
過
期
も
敢
低

渦
既
の
年
ビ
年
,/J
の
閏
は
二
十
年
だ
五
十
年

の
間
に
あ

る
J気

温
確
執
は
傘
地
拭
上
に
同
時
に
並
行
し
て
起

る
か

ら
基
原
閏
は
皿
球
外
に
無

け
れ
ば
な

ら

な
い
｡

吾
人
は

党

づ
日
光
の
適
期
的
捷
化
に
珪
意
す
る
必
妻

が
あ

る
｡

太
陽
の
黒
邪
教
の
点
火
最
小
の
陣
は
週
期
を
な
し
て
ゐ

る
も
の
で
p

共
は
ブ
-
エ
ッ
グ
ナ
I
の
.週
期
に

7
致
し

て
ゐ
る
の
は
両
白

い
革
質
ビ
想
は
れ
る
.
窺
塩
が
本
yJ

な
っ
て
気
腫

の
L麺
化
に
よ

っ
て
多
雨
乾
燥
の
週
期
が
導

か
れ
て
凍
て
p
此
尊
に
盛

に
湖
南
の
高
下
か
ら
淡
河
の

.㍑
蛇

階

L
L.:

進
退

に
ま

で
関

係
が
あ

る
C

が

1
々
説
明
す
る
よ
-

ち

次
の

表
を

7
見

L
LJ方
が

明

か
に
知

れ
る
D
気
象
観
測

の
統
計
に

於
で

三
十
年

以

上

臓
頼

し
な
け

れ
ば

j
:碓
な

平
均
値
が

縛
ら

れ
な
い
ど

い

ふ
の
も
多
分

此
の

過
期
が

あ
る
衆
め

だ
～J
考

へら
れ

る

O

;I;･..

2㌦
∵

･1=
.･:

ヨ更向至 I三日窒由窒自宅内更自重Elヨ

八八八八八八八へ八七八八/1八
三二十1七五PLl二〇八∵ヒ五三
九三三00,I;〇一三江一〇一三江-

温
朗

狐

紬
1

T<
｢
六

八
二
〇

八
三
六

T<
茄
413

･{
七

7

八
八
五

終化吃JJ.･Jl吃追
='L::L'[:TitlTt-_JL千trl-Tiミn

I･'.]
1

I･IT.･
'･.･蒜･･.:
II:i:･

･.:.･
八八八 八八 八八八八八八
七Itf.四 二一 八七三E1-.i)Tq二〇
仙
鑓

進

〇 二凹=71.-五一〇六

塞塞塞.?.'if
I二日
,T3:
撹遊追

(備

考

)

塞

渦
は
束
温
､
乾

滋
は
爾
*
]

進
退

は
ア
ル

プ
ス
氷
河

の
捷

化
空
ボ
す
Q

Iフ
リ
ュ
ッ
ク
ナ
I

は
桐

は
此
等

の

革

質以
外
tニ
葡
萄

小

静
の
収
穫
豊

凶
一皆

も
療
考
し
て

叫
ヒ
/

三

】
年
ま
で
遡

つ

て

推定
数
を
計

算
･

て
約

三
十

五
年
の
癌

化
を
定
め

た

の
で
あ
る
0
(稲
山

)

南
)

水
膳
ビ

し
て
の
グ

ニ

ュ
ー
ブ

河
の
僧
侶

を知
-

た
し

｡(3..･蒜
､
給
水
故
)

]九九

八
三



稚

球

(答
)

水
路
ビ
し
て
の
第

叫
嚢
は
航
行
の
可
俺
で
あ
る

地
間
に
は
大
河
の
絡
航
郡
が
出
で
ゐ
る
け
れ
で
も
P
ど

ん
な
胎
が
そ
こ
迄
遡
れ
る
か
は
明
で
は
な
い
'
例
令

ば

チ
ー
ム
ス
川
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
迄

航

行
さ
れ
る
ビ

記
さ
れ
て
ゐ
る
が
.
定
期
航
は
､
チ
ル
ブ
I
で
止
ま
る

が
こ
れ
ら
の
大
船
は
倫
敦
橋
ま
で
し
か
上
れ
な
い
｡
し

か
し
普
通
の
運
迭
舶
な
ら
ば
市
の

ハ
ン
マ

ア
ス
ミ
ス
ま

で
遡
る
.
も
し
小
義

汽

に
の
る
な
ら
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
よ
ら
ち
上
流
に
遡
れ
る
､
従
っ
て
水
路
ビ

7
概
に

言
っ
て
し
ま

へ
な
い
｡
今
ま
tl･6
る
欧
州
の
水
路
に
つ
い

て
其
櫓
の
太
さ
を
見
る
E

.
大
鯉
二
宮
噸
以
上
の
荷
物

を
運
ぶ
蒸
気
船
が
通
れ
な
い
や
う
な
水
路
は
ま
づ
鎧
給

的
債
他
が
少
い
ざ
見
て
よ
い
｡

水

路

名

船
の
噸
数

吃
水

仰
自
カ
ナ

呉

ぺ
ニ
ッ

三

二
八
〇
主

0
0

7.%T(

暇
門
上
流
の
グ

ニ
ュ
ー

ブ

六
〇
〇
-
八
〇
〇
｡

五
-
‡

ラ
イ
ン
､
へ
Q
,ノ朔
河

1
三
〇
〇

二
｡
五

マ
イ
ン
ダ
ー
フ
ラ
ン
〃
フ
ル
･1
間

丁
六
〇
〇

二
芸

1

肘

∵
,､ア
ニ
於
ケ
ル
大
H
か

べ
川
舶

〓

H=○

ラ
イ
ン
GT,火
縄
出
船

三
五
八
〇

二
･八
五

ラ
イ
ン
の
小
紙
送
出

1
五
〇
〇

二
｡五

但
し
水
搾
な
る
-
の
は
年
に
よ
っ
で
慶
化
が
あ
る
か
ら

節

7
魯

第

‥故

山柴

見
取

其
床
さ
の
厩
久
が
尤
も
必
要
で
あ
る
は
言
を
保
た
ず
.

水
の
速
力
も
亦
水
路
の
慣
偽
に
影
響
す
る
.
ラ
イ
ン
で

も
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
よ
-
上
流
へ
遡
る
た
め
に
は
蛍
用

が
多
-
か
ゝ
る
.

其
他
梶
の
盈
ビ
か
p
氷
だ
か
.
洪
水

E
か
.
霧
亡
か
航
行

を
妨
ぐ
る
も
の
が
多
い
.
さ
て
か

早
-
に
水
路
ビ
し
て
の
催
件
が
具
備
し
て
居
て
も
.
其

沿
岸
の
人
文
の
教
達
如
何
に
よ
っ
て
通
商
の
慣
位
が
な

い
場
令
が
多

い
革
を
注
意
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
.
航
行
の
傑

件
ビ
し
て
は
河
の
両
端
に
商
業
を
起
す
に
足
る
放
け
の

人
文
が
費
遷
せ
な
-
で
は
な
ら
ぬ
.
今

猫
逸
園
内
に
敷

け
る
水
路
が

1
九

二

軍

に
運
ん
だ
袋

物
の
塵
を
掲
げ

る
ビ
左
の
加
-
で
あ
る
O

オ
ー
デ
>̂
水
路
系

ベ

ル
?
ン
窪
州
系

エ

〃
べ
水
路
系

サ

ニ

ー

セ

ル
､
エ

ム

ス

r
エ
.1

㌢
系

ラ

イ

ン
系

ダ
ニ
ユ
ー
ブ
宗
(
パ
パ
Ⅴ
ア
)

二

'0
0
0
､0
0
0
怖
噸

7八
､五
C
O
､し
〇
〇

二
弔
､七

.JOpC
)〇
〇

九
､4';.〇
〇
､rJ
O
〇

七
五
､〇
〇

､0
0
〇

七〇〇
､
0
0
0

噂
じ

て

グ

ニ
ュ
ー
ブ
川
の
各
部
に
就
て
見
る
ビ

パ
パ
Ⅴ
ア
､
グ
ニ
ュ
ー

ブ

オ
ウ
ス
ト
Ⅴ
ア
､
グ
ニ
ュ
ー
ブ

勿

牙

利
､
ダ
ニ
ユ
ー
ア

>h
I
マ
ニ
ア
､
ダ
ニ

Tt-
ブ

四
三
三
､六
三
六

二
､

五
九
〇
ー〇
〇
〇

五
､〇
九
三
､0
0
〇

五
､
]八
三
､六
六
八



プ

ル
か
7
7
､
㌢
ニ
ュ
ー

ア

六
一
二
､C

O
O

合

計

7
三
-九
1
二
､九
〇

凹
(E九
i
二
〕

其
の
水
路
外
.長
さ
か
ら
見
て
も
東
酉
に
亙
る
交
通
か

ら
鬼
で
も
､
グ

ニ
ュ
ー
ブ
川
が
lフ
イ
ソ
又
は
ヱ
ル
べ
川

に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
亡
は
誰

J
考

へ
及
ぶ
所
で
あ

る
に
不
拘
p
革
質
上
鴇
の
数
字
の
示
め
す
が
如
-
其
の

何
れ
に
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
.
其
の
理
由
を
考
ふ
る

に
'
上
流
に
於
て
水
量
が
少
-
急
洗
が
多
-
､
春
期
氷

塊
が
洗
下
す
る
事
及
浅
瀬
が
多

い
た
め
に
p

レ
ー
ダ
シ

ス
ブ
ル

ク
よ
-
上
流
は
之
を
利
用
す
る
の
が
困
難
で
あ

る
こ
ど
の
外
に
中
流
に
は
城
門
の
難
関
が
あ
る
.
南
岸

の
山
が
狭
ま
っ
て
水
流
が
速

い
tfJ
い
ふ
事
の
外
に
オ
ル

ソ
バ
の
附
近
二
千
五
官
光
は
非
常
の
浅
臓
で
冬
期
殆
ど

舟
の
運
行
を
止
め
る
ど
い
ふ

l
大
映
鮎
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
が
.
寅
に
こ
の
河
の
水
路
の
慣
位
を
披
す
る
も
の

は
p
沿
岸
に
存
す
る
各
団
の
利
益
が
統

1
し
な
い
竺
玄

ふ
革
で
あ
る
O
最
後
に
人
文
地
批
上
の
敏
鮎
だ
思
は
れ

る
の
は
こ
の
川
が
束
か
ら
酉

へ
流
れ
な
い
で
蘭
か
ら
兼

へ
流
れ
る
W
.試
ふ
事
で
あ
る
p
蓋
し
こ
の
川
の
上
流
地

方
の
物
産
は
精
製
品
で
下
流
沿
岸
に
農
産
物
が
あ
る
'

質

疑

艦

管

下
-
ほ
樫
-
上
-
は
盈

い
ー
従
っ
て
容
赦
の
大
き
い
農

産
物
を
川
舟
に
て
温
ん
で
中
欧
に
迭
-
る
よ
-
も
川
を

下

っ
て
畏
海
又
は
地
中
肘
を

(･
て
海
路
北
海
に
遮
る
方

却

っ
て
廉
-
骨
-
か
ら
で
あ
る
.
こ
の
意
味
で
ダ

li
ユ

ー
ブ
の
水
蓮
は
到
底
ラ
イ
ン
に
及
ぼ
互
い
の
で
あ
る
.

(聯
凹
)

(閥
)

小
川
先
生
の
人
文
地
理
p
自
然
地
理
も
地

理
寧

通
論
に
関
す
る
御
講
義
の
ブ
リ
ソ
ト
御
知

ら

せ
下

さ

い
0
(櫛
岡
､
石
_11
分
〕

(答
)

先
生
の
人
文
地
埋
以
下
に
封
す
る
御
意
見
は
､

薮
文
'
地
軍
雅
誌
'
史
称
L･M
,J
に
出
て
ゐ
ま
す
'
京
都

府
数
背
骨
の
開
催
せ

る講
習
骨

に
て
構
潰
さ
れ
た
も
の

は
'
左
記
の
標
題
で
饗
災
さ
れ
で
ゐ
ま
す
.
其
他
に
あ

ら
ま
せ
ぬ
.

1
.
近
畿
地
方
の
土
地
ビ
住
民

相
即
脚
数
銅
鐸

断

(問
)

地
形
軍
研
究
の
地
固
'
猫
泡
の
も
の
を
御
知
ら

せ
下
さ
い
｡
壷

岡
､
同
人
)

(答

)

W
.

M
.
D
avi
s
u
n
d
K
.
O
estreich
:

P
ra
k
tis
che
t
lb
u
ng
e
n
in

p
h
y
s
i
sc
h

e
r

g
eo

g
ra
p
h
l'e
=
.T
e
x
t
un
d

A

tla
s

T
九
七

<
五



地
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